
(1） 第242 号 広 報 あ か い け 昭和58年4月1日 

2 月末日住民澄録 9 

（前月比） 

口 9.681( +19) 

男 4.605( +8 ) 

女 5.076( +11) 

幣数 3.192( +7 、 
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10周年を迎える ― 

上野焼 『陶器まつり』 

恒例の上野焼陶器まつりは、 4 月の第3 日曜日をはさむ田（日）（月） 

曜日に開催されます。 今年は4 月16日から18日までの3 日間。す 

でに町内にはポスターも掲示され、各窯元とも準備に大わらわ。 

10年前、役場の提唱によって始められたこの陶器まつりは、年 

を重ねるごとに訪れる人も増え、定着してきました。 その間、窯 

元の数も増加し、現在では23窯元が軒を並べ、一段とにぎやかな 

陶器まつりとなっています。 

昨年、上野焼協同組合が一本化したことで、いきおい具体化し 

た国の 「伝統的工芸品の指定」 にある程度、目度がついたことも 

あって、関係者は陶器まつり10周年記念にふさわしい出来事とし 

て喜びいっぱいです。 

（
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
）
 



に
 

(3 ） 第24 2 号 
昭和58年4月1日 

三
異
憲
餓
議
会
で
 

施
致
方
針
奄
発
嚢
・
書
薦
鷲
長
 

香月町長 

昨
年
四
月
に
町
議
会
全
員
協
議
会
に
 

提
出
し
同
意
を
受
け
ま
し
た
、
財
政
健
 

全
化
計
画
に
そ
っ
て
、
昭
和
五
十
七
年
 

度
中
に
は
、
法
人
税
率
の
改
定
、
公
営
 

住
宅
等
使
用
料
の
改
正
、
定
期
昇
給
の
 

け
 

延
伸
、
等
級
別
標
準
職
務
表
の
施
行
、
 

い
 

普
通
建
設
事
業
の
抑
制
等
、
種
々
財
政
 

健
全
化
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

か
 

県
に
お
い
て
も
、
田
川
郡
内
町
村
に
 

対
す
る
健
全
化
対
策
と
し
て
、
無
利
子
 

あ
 

の
資
金
貸
付
を
実
施
し
、
当
町
も
五
十
 

足
 

六
年
度
四
億
七
百
万
円
、
五
十
七
年
度
 

一
億
四
千
万
円
と
合
計
五
億
四
千
万
円
 

広
 

の
貸
付
け
を
受
け
、
健
全
化
の
方
向
へ
 

第242 号 昭和58年4月1日 か い け あ
 

報
 

広
 

進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
五
十
八
年
度
 

の
経
済
展
望
に
つ
い
て
は
、
世
界
的
に
 

低
迷
状
態
を
脱
し
切
れ
な
い
状
況
で
あ
 

り
、
国
、
地
方
を
通
じ
て
懸
命
の
努
力
 

を
し
て
お
り
ま
す
が
、
明
る
い
見
通
し
 

は
、
な
か
な
か
出
て
き
て
い
な
い
と
い
 

う
の
が
実
情
で
あ
り
、
財
政
危
機
、
行
 

政
改
革
、
歳
入
欠
陥
な
ど
の
厳
し
い
声
 

を
聞
き
な
が
ら
、
昭
和
五
十
八
年
を
迎
 

え
ま
し
た
。
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県知事・県議 4 月10日 

町議会議員 4 月24日 

n 

新
し
い
年
が
、
地
方
自
治
に
と
っ
て
 

展
望
の
ひ
ら
け
る
年
で
あ
れ
ば
よ
い
の
 

で
す
が
、
残
念
な
が
ら
そ
う
は
い
か
ず
、
 

当
町
財
政
に
と
っ
て
も
昨
年
に
引
き
続
 

き
、
ま
す
ま
す
厳
し
い
も
の
が
う
か
が
 

え
ま
す
。
 

大
幅
な
歳
入
欠
か
ん
に
見
舞
れ
た
昭
 

和
五
十
七
年
度
の
国
税
不
足
 

は
、
国
家
予
算
の
一
割
を
超
 

え
る
六
兆
円
以
上
と
な
り
、
 

地
方
交
付
税
に
お
い
て
も
、
 

一
兆
七
千
億
円
の
不
足
で
、
 

こ
の
中
か
ら
一
千
五
百
億
円
 

が
給
与
改
定
先
組
み
分
等
と
 

し
て
減
額
再
算
定
を
実
施
、
 

当
町
に
お
い
て
も
九
百
万
円
 

が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。
一
度
 

決
定
さ
れ
た
交
付
税
が
年
度
 

途
中
で
減
額
さ
れ
る
こ
と
と
 

な
っ
た
の
は
、
交
付
税
制
度
 

始
ま
っ
て
以
来
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
 

昭
和
五
十
八
年
度
の
国
の
予
算
に
お
 

き
ま
し
て
も
増
税
な
き
財
政
再
建
と
い
 

う
こ
と
で
、
歳
出
は
厳
し
く
切
り
つ
め
 

一
・
四
バ
か
ト
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
 

す。 地
方
財
政
計
画
も
伸
び
率
〇
・
九
ぐ
 

ノ
ト
と
緊
縮
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
方
財
 

政
全
体
で
約
一
ニ
兆
円
の
財
源
不
足
が
見
 

込
ま
れ
、
当
町
唯
一
の
歳
入
一
般
財
源
 

で
あ
る
地
方
交
付
税
に
お
い
て
は
、
マ
 

、

、

ー

 

▽ ▽ ▽ ▽ ▽ 、く7 、くラ7 

のr C
）う 

イ
ナ
ス
四
・
九
げ
ト
 
と
な
っ
て
お
り
 

ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
当
町
の
今
 

年
度
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
第
 

一
に
、
昭
和
五
十
七
年
度
歳
入
欠
か
ん
 

が
多
大
で
あ
る
。
第
二
に
、
昭
和
五
十
 

八
年
度
地
方
交
付
税
の
伸
び
が
な
く
健
 

全
化
計
画
と
の
差
が
ど
の
程
度
に
な
る
 

か
見
込
み
が
た
た
な
い
。
第
三
に
、
住
 

宅
団
地
売
却
が
お
も
わ
し
く
な
い
等
、
 

昭
年
五
十
八
年
度
の
財
源
見
と
お
し
が
 

不
透
明
で
あ
る
た
め
、
あ
え
て
三
カ
月
 

間
の
暫
定
予
算
の
編
成
と
な
り
ま
し
た
。
 

今
年
度
当
初
予
算
編
成
に
つ
き
ま
し
 

て
は
、
今
後
三
カ
月
の
間
に
歳
入
財
源
 

の
適
確
な
把
握
と
、
歳
出
予
算
の
再
検
 

討
を
健
全
化
計
画
と
に
ら
み
合
せ
な
が
 

ら
編
成
し
、
六
月
定
例
議
会
に
提
出
す
 

る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。
 

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
社
会
福
祉
 

の
充
実
、
生
活
関
連
施
設
の
整
備
等
、
 

住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
の
施
策
の
拡
 

今
回
行
わ
れ
る
県
知
事
、
県
議
会
議
員
選
挙
と
、
町
議
会
議
員
選
 

挙
は
、
 

一
番
身
近
か
で
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
深
い
か
か
わ
り
の
あ
 

る
大
切
な
選
挙
で
す
。
そ
し
て
、
県
政
や
町
政
に
参
加
す
る
重
要
な
 

機
会
で
す
。
 

私
た
ち
の
代
表
者
と
し
て
任
せ
ら
れ
る
人
を
選
ぶ
た
め
、
候
補
者
 

の
政
見
を
よ
く
確
め
、
よ
く
考
え
、
選
挙
公
報
な
ど
を
よ
く
見
て
良
 

識
あ
る
一
票
を
投
票
し
ま
し
ょ
う
。
 

投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
 

不
在
者
投
票
を
 

四
月
十
日
の
県
知
事
・
県
議
会
議
員
 

選
挙
や
四
月
二
十
四
日
の
町
議
会
議
員
 

選
挙
の
投
票
日
に
、
や
む
を
得
な
い
仕
 

事
や
旅
行
な
ど
の
た
め
、
投
票
に
行
け
 

な
い
人
は
 
「
不
在
者
投
票
」
が
で
き
ま
 

す。 
⑥
不
在
者
投
票
の
期
間
は
 

▽
県
知
事
・
県
議
会
議
員
選
挙
 

四
月
九
日
ま
で
 

▽
町
議
会
議
員
選
挙
 

四
月
十
七
日
か
ら
四
月
二
十
三
日
ま
で
 

⑥
不
在
者
投
票
の
場
所
は
 

町
選
挙
管
理
委
員
会
（
赤
池
町
役
場
 

内
）
で
毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
 

後
五
時
ま
で
。
土
曜
日
・
日
曜
日
も
投
 

票
で
き
ま
す
。
 

⑥
不
在
者
投
票
の
手
続
き
 

不
在
者
投
票
を
し
よ
う
と
す
る
人
は
 

印
鑑
（
入
場
券
が
届
い
て
い
れ
ば
入
場
 

券
も
）
を
持
っ
て
、
町
選
挙
管
理
委
員
 

会
で
所
定
の
手
続
き
を
し
た
う
え
で
投
 

票
し
て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
‘
な
ど
指
 

定
し
た
施
設
に
入
っ
て
い
る
人
は
、
そ
 

△ △ △ △ △ Z、 △ 

れ
ぞ
れ
の
施
設
で
投
票
で
き
ま
す
。
 

⑥
点
字
投
票
は
 

目
の
不
自
由
な
人
に
は
、
点
字
器
を
 

備
え
て
い
ま
す
。
 

⑥
代
理
投
票
は
 

体
な
ど
が
不
自
由
で
字
が
書
け
な
い
 

人
は
、
投
票
所
で
係
員
に
申
し
出
て
く
 

だ
さ
い
。
係
員
が
代
筆
し
ま
す
。
 

今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人
 

投
票
日
の
当
日
、
当
該
選
挙
の
選
挙
 

権
を
も
ち
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
 

て
い
る
人
で
す
。
 

⑥
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
 

一

 

▽
県
知
事
選
挙
で
は
→
昭
和
三
十
八
年
 

四
月
十
「
日
ま
で
に
生
れ
た
日
本
国
 

民
で
、
昭
和
五
十
七
年
十
一
一
月
十
四
 

充
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
 

う
、
極
め
て
困
難
な
局
面
を
迎
え
て
い
 

ま
す
が
、
教
育
、
体
育
、
文
化
の
物
心
 

両
面
の
充
実
、
産
炭
地
振
興
と
就
労
対
 

策
、
同
和
対
策
、
過
疎
対
策
、
鉱
害
復
 

旧
、
福
祉
対
策
等
、
山
積
す
る
諸
事
業
 

は
、
国
や
県
に
対
し
て
強
く
要
請
を
重
 

ね
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

財
政
運
営
に
お
き
ま
し
て
は
、
総
額
 

三
十
五
億
円
以
内
の
予
算
規
模
と
し
、
 

前
年
度
当
初
予
算
額
と
同
額
程
度
で
、
 

前
年
度
と
同
様
、
さ
ら
に
抑
制
節
減
に
 

努
め
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。
 

事
業
面
に
お
き
ま
し
て
も
、
起
債
制
 

限
等
を
勘
案
し
、
緊
急
重
要
な
事
業
で
 

国
庫
対
象
お
よ
び
地
方
交
付
税
算
入
事
 

業
を
中
心
に
実
施
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

福
祉
対
策
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
で
 

き
る
だ
け
現
状
維
持
を
保
ち
た
い
と
思
 

い
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
財
源
で
住
民
の
 

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
従
来
に
な
い
 

発
想
の
転
換
を
し
、
思
い
や
り
の
心
を
 

ー
 

ー
ノ
ノ
 

J
フ
 

日
以
前
か
ら
引
き
続
き
赤
池
町
に
住
 

所
を
有
し
、
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
 

さ
れ
て
い
る
人
で
す
。
 

▽
県
議
会
議
員
選
挙
で
は
‘
昭
和
三
十
 

八
年
四
月
十
一
日
ま
で
に
生
れ
た
日
 

本
国
民
で
、
昭
和
五
十
七
年
十
ニ
月
 

ニ
十
七
日
以
前
か
ら
引
き
続
き
赤
池
 

町
に
住
所
を
有
し
、
住
民
基
本
台
帳
 

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。
 

（
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
選
挙
人
名
簿
 

に
登
録
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
の
後
県
 

外
に
転
出
し
た
人
は
投
票
で
き
ま
せ
 

ん） 
な
お
、
県
議
会
議
員
選
挙
人
名
簿
に
 

登
録
さ
れ
た
人
は
、
県
知
事
選
挙
の
 

投
票
が
で
き
ま
す
。
 

▽
町
議
会
議
員
選
挙
で
は
g
昭
和
三
十
 

八
年
四
月
二
十
五
日
ま
で
に
生
れ
た
 

日
本
国
民
で
、
昭
和
五
十
八
年
一
月
 

十
五
日
以
前
か
ら
引
き
続
き
赤
池
町
 

に
住
所
を
有
し
、
住
民
基
本
台
帳
に
 

登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。
 

（
た
だ
し
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
 

て
い
て
も
、
そ
の
後
町
外
に
転
出
し
 

た
人
は
、
投
票
が
で
き
ま
せ
ん
。
）
 

も
っ
て
福
祉
行
政
に
取
り
組
み
た
い
と
 

思
い
ま
す
。
 

赤
池
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
し
て
、
三
月
 

一
日
よ
り
宅
地
分
譲
を
開
始
い
た
し
ま
 

し
た
が
、
制
度
事
業
で
実
施
し
た
造
成
 

地
で
あ
り
、
売
却
に
対
す
る
制
限
が
厳
 

し
く
、
そ
の
売
れ
ゆ
き
は
決
し
て
お
も
 

わ
し
く
な
く
、
こ
の
ま
ま
で
い
く
と
、
 

今
後
の
健
全
化
に
多
大
の
影
響
を
お
よ
 

ぼ
す
こ
と
は
必
至
で
あ
り
ま
す
。
 

今
後
P
R
等
の
広
報
活
動
は
も
と
よ
 

り
、
県
住
宅
供
給
公
社
等
の
 

公
的
団
体
に
ア
タ
ソ
ク
し
て
、
 

早
期
売
却
に
努
力
い
た
し
ま
 

す。 ま
た
、
昨
年
よ
り
工
場
団
 

地
内
の
調
整
池
設
置
工
事
を
 

実
施
い
た
し
ま
し
て
、
今
後
 

早
急
に
工
場
誘
致
の
実
現
に
 

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

昭
和
五
十
八
年
度
は
、
町
 

制
施
行
四
十
五
周
年
に
あ
た
 

り
ま
す
が
、
町
制
の
ー
つ
の
 

節
と
し
て
、
さ
さ
や
か
な
が
 

ら
で
も
記
念
行
事
を
実
施
し
て
ま
い
り
 

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

地
方
自
治
不
満
論
が
叫
ば
れ
て
い
ま
 

す
が
、
議
員
の
皆
さ
ま
方
と
も
十
分
ご
 

協
議
申
し
上
げ
、
現
状
の
財
政
状
態
、
 

財
源
不
足
を
、
ま
ず
、
各
職
員
一
人
ひ
 

と
り
に
ま
で
認
識
さ
せ
、
住
民
の
皆
さ
 

ま
に
も
理
解
し
で
い
た
だ
き
、
健
全
財
 

政
に
向
っ
て
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
 

思
い
ま
す
。
 ' 

和
名
 
卯
月
（
う
つ
き
）
 

う
つ
き
の
花
の
咲
く
月
の
意
だ
と
も
 

あ
る
い
は
植
え
月
の
約
言
だ
と
も
い
 

い
ま
す
。
 

1
日
（
金
）
 

河
川
美
化
月
間
は
じ
ま
る
 

2
日
（
土
）
 

図
書
館
記
念
日
 

4
日
（
月
）
 

保
育
所
入
園
式
 

7
日
（
木
）
 

上
野
小
学
校
入
学
式
 

市
場
小
学
校
入
学
式
 

心
配
ご
と
相
談
（
響
い
じ
 

8
日
（
金
）
 

赤
池
中
学
校
入
学
式
 

花
ま
つ
り
 

生
ワ
ク
チ
ン
（
叫
詳
或
購
）
 

10 

日
（
日
）
県
知
事
・
県
議
会
議
員
選
 

挙
投
票
日
（
刊
転
が
餅
報
鱗
「
）
 

婦
人
週
間
は
じ
ま
る
 

11 

日
（
月
）
 

メ
ー
ト
ル
法
公
布
記
念
日
 

15 

日
（
金
）
 

ェ
ン
ゼ
ル
ク
イ
ズ
締
切
り
 

17 

日
（
日
）
 

町
議
会
議
員
選
挙
告
示
 

心
配
ご
と
相
談
（
柳
恥
紗
」
）
 

18 

日
（
月
）
 

発
明
の
日
 

乳
児
保
育
相
談
（
m
時
助
猛
騨
）
 

19 

日
（
火
）
麻
し
ん
（
m
鐸
扇
隣
）
 

20 

日
（
水
）
 

郵
政
記
念
日
 

111
種
混
合
（
m
碑
或
癖
）
 

21 

日
（
木
）
 

穀
雨
 

22 

日
（
金
）
 

清
掃
の
日
 

24 

日
（
日
）
 

町
議
会
議
員
選
挙
投
票
日
 

27 

日
（
水
）
心
配
ご
と
相
談
（
響
紗
じ
 

29 

日
（
金
）
 

天
皇
誕
生
日
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桜の記念樹を手入れ奉仕 

～赤池町吟詠会～ 

朝
か
ら
雪
が
舞
い
 

最
高
の
寒
気
に
見
舞
 

れ
た
二
月
二
十
日
、
 

赤
池
町
吟
詠
会
の
指
 

導
者
や
支
部
長
さ
ん
 

た
ち
十
数
人
に
よ
り
 

町
民
会
館
の
周
囲
の
 

桜
の
木
の
寒
肥
や
り
 

の
奉
仕
作
業
が
行
わ
 

れ
ま
し
た
。
 

町
の
文
化
、
ス
ポ
 

ー
ツ
の
中
心
的
施
設
 

で
あ
る
町
民
会
館
は
 

い
ろ
い
ろ
な
催
し
に
 

多
く
の
人
が
利
用
し
 

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
建
設
後
日
が
浅
 

く
、
心
を
な
ご
ま
せ
て
く
れ
る
環
境
が
 

な
い
こ
と
を
残
念
に
思
っ
た
吟
詠
会
の
 

み
な
さ
ん
方
が
、
発
足
十
周
年
の
記
念
 

と
し
て
、
三
年
前
に
会
館
の
周
囲
に
約
 

八
十
本
の
桜
を
植
え
、
毎
年
除
草
や
中
 

耕
な
ど
の
手
入
れ
を
し
て
き
ま
し
た
。
 

数
年
後
に
は
、
満
開
の
桜
の
花
の
下
 

で
楽
し
い
花
見
が
で
き
る
よ
う
、
み
な
 

さ
ん
も
枝
を
折
っ
た
り
、
花
壇
の
中
に
 

空
カ
ン
、
ゴ
ミ
な
ど
を
捨
て
な
い
よ
う
 

に
し
て
、
大
切
に
育
て
て
い
き
た
い
も
 

、

 

。
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'
 

R
K
B

文
化
セ
III
ナ
ー
 

の
で
す
。
 

な
お
、
同
会
は
、
保
育
所
や
公
民
館
 

」 

に
も
桜
の
木
を
寄
贈
し
て
い
ま
す
。
 

」 

【雪の中、桜の手入れをする吟詠会のみなさん】 

一
 

・
‘
 

，
 

'
 

'
 

話題のベストセラー＞ 今
 

<
 

観
梅
会
で
茎
に
ぎ
麟
」
外
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
で
は
、
二
月
一
一
 

十
二
日
、
藤
野
荘
長
ほ
か
二
十
一
人
の
 

お
年
寄
り
が
春
が
す
み
の
大
宰
府
天
満
 

宮
で
、
観
梅
会
を
行
い
ま
し
た
。
 

車
中
で
歌
を
う
た
い
な
が
ら
十
一
時
 

ご
ろ
到
着
。
本
殿
に
祈
願
し
た
あ
と
、
 

参
道
の
茶
屋
で
観
梅
の
宴
を
開
き
ま
し
 

た。 下
旬
が
見
ご
ろ
と
報
じ
ら
れ
て
い
た
 

梅
の
開
花
も
、
前
日
ま
で
の
思
い
が
け
 

勺
 

o
 

、
‘
I
I
 

木
村
宏
一
君
が
準
優
勝
 

5

弓

削

田

剣

道

部

創

立

五

周

年

記

念

大

会

5

 

二
月
二
十
七
日
、
田
川
市
立
体
育
館
 

で
、
弓
削
田
少
年
少
女
剣
道
部
創
立
五
 

周
年
記
念
剣
道
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
は
、
選
手
以
外
の
部
員
が
 

参
加
で
き
、
有
段
者
四
十
五
人
の
基
立
 

に
対
し
、
五
百
二
十
人
の
少
年
少
女
剣
 

士
た
ち
が
約
一
時
間
の
練
習
に
汗
を
流
 

2月26日 

町公民館で挙式 

新郎 沖 茂和さん 

（赤池町市場 23歳） 

新婦 工藤博子さん 

（直方市溝堀 19歳） 
【大活躍の剣道赤池チームのみなさん】 

お
め
で
と
・
つ
 

ご
ざ
い
ま
す
⑤
 

し
ま
し
た
。
田
川
地
区
と
し
て
は
、
初
 

め
て
の
企
画
で
、
大
変
有
意
義
な
大
会
 

で
し
た
。
 

赤
池
か
ら
も
小
学
校
一
年
生
か
ら
中
 

学
三
年
ま
で
の
四
十
人
の
部
員
が
参
加
 

し
、
六
パ
ー
ト
に
分
れ
て
試
合
が
行
わ
 

れ
ま
し
た
。
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

【
個
人
戦
小
学
校
一
、
二
年
の
部
】
 

準
優
勝
 
木
村
宏
一
 
（
小
二
）
 

【
個
人
戦
小
三
ま
で
の
部
女
子
】
 

三
位
 
力
久
佳
代
子
（
小
三
） 

【
団
体
戦
中
学
生
の
部
】
 

三
位
 
長
谷
川
敬
三
（
先
鋒
）
村
上
一
 

則
（
四
将
）
植
田
博
喜
（
中
堅
）
亀
井
 

信
之
（
副
将
）
毛
利
圭
（
大
将
）
 

【
団
体
戦
小
学
生
の
部
】
 

パ
ー
ト
決
勝
進
出
 
高
林
喜
也
（
先
鋒
）
 

原
田
種
史
（
四
将
）
決
井
秀
孝
（
中
堅
）
 

田
中
祐
一
 

（
副
将
）
稲
垣
登
 

（
大
将
）
 

し
 

？不 

「 Iに指輪を贈ったのがプ11 

限はやさしいというご 

主人と、いっしょにいてあきが 

こなし、という楽しい奥さんJ 

明るく楽しい家庭を築き、おr 

さんは2 人ほしいそうでーす一。 

,三ぐ二 り寿緯一・.ーミ三一二 ブ ×二＝.= 二二×.×「××年，。一 ・ × 一，一.と，，ジ 

俳優 穂穂 たかのぶ さんをお迎えして．ク 

~ 4 月20日困午後1時30分から 

~ 同和対策中央研修所大ホール 

ぬ
寒
波
に
縮
こ
ま
っ
て
し
ま
い
、
満
開
 

を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
 

社
前
の
紅
梅
は
、
ひ
と
き
わ
目
立
っ
て
 

お
り
、
そ
の
美
し
さ
が
何
よ
り
の
お
み
 

や
げ
で
し
た
。
 

帰
り
に
は
篠
栗
に
立
ち
寄
り
、
暖
か
 

い
初
春
の
日
差
し
の
中
で
、
思
い
き
り
 

手
足
を
の
ば
し
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
 

し
ま
し
た
。
 

【思わぬプレゼントに大喜びの 
中尾保育所園児】 

園
児
に
『
つ
く
し
』
 

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
 

中
嶋
久
太
郎
さ
ん
（
南
町
）
 

三
月
九
日
、
ひ
と
り
の
お
じ
い
さ
ん
 

が
、
ひ
ょ
っ
こ
り
中
尾
保
育
所
を
訪
れ
 

「
子
ど
も
た
ち
が
、
す
く
す
く
と
大
き
 

く
育
つ
よ
う
、
金
田
ま
で
行
っ
て
取
っ
 

て
来
ま
し
た
。
」
 
と
三
十
個
の
鉢
に
植
 

え
た
つ
く
し
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
名
も
 

告
げ
ず
帰
ら
れ
ま
し
た
。
 

‘
 

●
 

●
 

‘
 

●
 

‘
 

●
 

‘
 

●
 

‘
 

‘
 

一
 

‘
 

「お父さんを尊敬していますか」 

日本58％ イギリス・フランス・アメリカ・タイ98% 

「お母さんのような女性になりたいと思いますか」 

日本57％ イギリス・フランス・アメリカ・タイ96% 

(56総理府、文部省各省庁調から） 
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上の数字はいかがですか。 

みなさんは、子育てに自信をおもちですか。 

全国的に増加する青少年非行は低年化の傾向を示してお 

ります。 

今こそ大人1人ひとりが次代を担う子育てに全力投球を 

してほしいと願っております。 

赤池町教育委員会・赤池町青少年問題協議会はRKB毎 

日放送の全面的協力を得て、現在テレビ・ラジオ・舞台 

で大活躍の俳優穂積たかのぶさんをお迎えし、自己の体 

験実践された 「親と子の200 日戦争」 についてお話しを 

いただきます。 

皆さん多数のご来場をお願い致します。 

なお、詳細は教育委員会（合4100）へお尋ねください。 

【大宰府天満宮を訪れた天郷荘のお年寄り】 

そ
の
後
に
わ
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、
 

南
町
に
住
む
中
嶋
久
太
郎
さ
ん
（
七
十
 

一
歳
）
で
、
小
さ
な
つ
く
し
の
大
き
な
 

善
意
に
先
生
が
た
も
大
喜
び
で
し
た
。
 

中
嶋
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
 

た。 園

越

 
の
 

旅
 

司
刻
］
 

圧“」 

池
田
 

一
歩
 

出
が
け
に
家
内
が
越
前
は
寒
い
か
ら
 

と
、
数
年
来
箱
に
仕
舞
っ
た
ま
ま
に
な
 

っ
て
い
た
マ
フ
ラ
ー
を
無
理
に
勧
め
ら
 

れ
て
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
わ
ず
か
な
 

も
の
で
も
旅
の
荷
物
に
な
る
の
で
い
や
 

で
は
あ
っ
た
が
、
九
時
二
十
五
分
直
方
 

発
大
阪
行
き
に
乗
り
込
む
寝
台
車
は
、
 

意
外
と
暖
房
が
利
い
て
い
て
寝
苦
し
い
。
 

睡
眠
不
足
の
ま
ま
大
阪
駅
に
到
着
す
る
。
 

●
暖
房
の
利
き
す
ぎ
夜
汽
車
寝
つ
か
れ
 

ず
 三

十
分
程
待
つ
間
に
、
北
陸
線
富
山
 

行
き
が
着
く
。
電
車
を
待
っ
て
い
る
顔
 

の
ど
れ
も
が
寒
さ
故
か
無
口
で
あ
る
。
 

●
春
寒
や
表
情
硬
く
電
車
待
つ
 

電
車
は
や
が
て
京
都
も
過
ぎ
、
ト
ン
 

ネ
ル
に
入
る
。
ト
ン
ネ
ル
の
向
う
は
康
 

成
の
小
説
で
は
な
い
が
、
 
一
面
の
春
雪
 

で
ま
ぶ
し
い
。
琵
琶
湖
に
は
、
公
魚
漁
 

の
四
、
五
般
の
舟
影
が
眺
め
ら
れ
る
。
 

か
な
た
に
雪
を
着
た
賎
ケ
岳
の
雄
姿
が
 

の
ぞ
ま
れ
る
。
そ
び
ら
に
は
、
霊
峰
比
 

叡
山
が
春
雪
に
威
儀
を
正
し
て
い
る
。
 

こ
の
あ
た
り
視
界
の
か
ぎ
り
民
家
は
い
 

ず
れ
も
貧
し
い
、
途
中
の
着
く
駅
ご
と
 

駅
員
が
、
し
き
り
に
雪
掻
き
に
追
わ
れ
 

て
い
た
。
線
路
も
著
し
く
雪
さ
び
を
し
 

て
い
た
。
い
つ
か
夜
汽
車
疲
れ
の
た
め
 

う
と
う
と
と
す
る
。
ふ
と
眼
が
覚
め
る
 

、ぐ 

つ
 
れ
 
づ
 
れ
 
に
 
⑨
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

松
本
 
た
か
し
 

ま
 
ひ
 

〇
大
寒
や
中
気
の
後
遺
麻
庫
消
え
ず
 

〇
豆
撤
い
て
は
な
や
ぐ
こ
こ
ち
老
い
の
 

荘
 

〇
驚
鳥
鳴
く
波
紋
ゆ
る
や
か
春
近
し
 

〇
園
児
ら
の
送
迎
バ
ス
よ
春
乗
せ
て
 

せ
き
 

〇
春
寒
に
老
い
咳
こ
み
て
室
寵
る
 

〇
梅
見
バ
ス
荘
の
老
い
ど
ち
太
宰
府
へ
 

〇
飛
梅
の
昔
を
偲
ひ
我
れ
留
守
居
・
 

い
や
 

〇
驚
の
声
に
療
さ
る
歌
心
 

〇
草
萌
の
庭
を
枕
し
て
歩
を
は
こ
ぶ
 

l

? 

と
福
井
が
近
く
な
っ
て
い
る
。
車
内
ァ
 

ナ
ウ
ン
ス
が
三
十
分
程
で
着
く
と
知
ら
 

せ
る
。
窓
外
の
ま
ぶ
し
い
雪
景
色
に
息
 

を
呑
む
。
サ
ン
グ
ラ
ス
を
持
っ
て
来
た
 

こ
と
に
満
足
す
る
。
 

●
サ
ン
グ
ラ
ス
掛
け
ね
ば
越
前
雪
ま
ぶ
 

し。 福
井
駅
に
着
く
と
、
着
く
列
車
の
ど
 

れ
も
が
屋
根
に
雪
を
着
て
い
る
の
が
目
 

に
つ
く
。
す
ぐ
さ
ま
レ
ン
タ
カ
ー
で
最
 

初
の
予
定
地
越
前
海
岸
へ
車
を
駈
る
。
 

途
中
ど
こ
の
店
先
も
名
物
越
前
蟹
の
看
 

板
を
掲
げ
て
い
る
。
 

・
蟹
麹
る
湯
気
が
匂
ひ
が
越
前
路
 

よ
う
や
く
越
前
海
岸
に
つ
く
。
聞
き
 

し
に
勝
る
景
観
で
あ
る
。
磯
に
は
子
供
 

ら
が
、
も
う
遊
ん
で
い
る
。
 

●
雪
消
え
を
待
ち
か
ね
浦
の
子
磯
遊
び
 

越
前
海
岸
は
、
荒
れ
る
こ
と
で
有
名
 

で
あ
る
が
、
こ
の
日
は
や
や
お
だ
や
か
 

で
は
あ
っ
た
が
、
風
は
さ
す
が
に
寒
く
 

思
わ
ず
コ
ー
ト
の
襟
を
立
て
た
ほ
ど
で
 

あ
っ
た
。
鵜
の
鳥
が
荒
磯
に
棲
み
つ
い
 

て
か
喝
の
が
、
遠
目
に
も
よ
く
見
え
る
。
 

・
北
風
き
び
し
岩
場
好
ん
で
来
る
海
鵜
 

一
時
間
ほ
ど
景
色
を
「
堪
能
」
し
て
 

時
間
の
都
合
も
あ
っ
て
、
永
平
寺
へ
取
 

っ
て
返
す
。
永
平
寺
は
初
め
て
で
あ
る
。
 

そ
の
た
た
ず
ま
い
の
荘
厳
さ
に
思
わ
ず
 

息
を
呑
む
。
 

●
永
平
寺
訪
ふ
は
初
め
て
大
つ
ら
ら
 

●
雪
折
れ
の
し
じ
ま
を
破
り
永
平
寺
 

修
行
僧
も
な
か
な
か
威
儀
正
し
く
、
 

思
わ
ず
敬
慶
な
思
い
に
さ
せ
ら
れ
る
。
 

北
国
の
日
は
傾
き
易
く
目
を
雪
に
痛
 

め
た
こ
と
も
あ
っ
て
早
目
に
宿
に
向
か
 

う
。
宿
の
窓
を
開
け
る
と
白
山
連
峰
が
 

春
雪
を
着
て
一
際
ま
ぶ
し
い
。
越
前
に
 

住
む
人
を
つ
い
う
ら
秤
像
し
く
思
っ
た
。
 

自
然
が
素
直
に
人
を
育
み
、
す
ぐ
れ
た
 

人
材
を
造
り
出
す
の
だ
と
実
感
し
た
。
 



昭和58年4 月1日 か い け あ
 

有利で便利な 

保険料前納のおすすめ 

国
民
年
金
の
保
険
 

料
は
、
定
額
保
険
料
 

と
付
加
保
険
料
と
が
 

あ
り
ま
す
が
、
い
ず
 

れ
も
四
月
分
か
ら
翌
 

年
三
月
分
ま
で
の
ー
 

カ
年
分
を
ま
と
め
て
 

前
納
す
る
こ
と
が
で
 

き
ま
す
。
 

今
月
か
ら
新
し
い
 

年
度
が
始
ま
り
ま
す
。
 

こ
の
機
会
に
保
険
料
 

の
一
年
前
納
を
お
す
 

す
め
し
ま
す
。
 

前

納

 は

有

利

で

す

 

報
 

保
険
料
を
一
年
分
前
納
す
る
と
次
表
 

広
 

第・242号 

の
よ
う
に
年
五
分
五
厘
の
利
率
に
よ
る
 

復
利
現
価
法
で
割
り
引
き
さ
れ
た
金
額
 

と
な
る
の
で
大
変
お
得
で
す
。
 

前

納

 は
 
便

利

で

す

 

保
険
料
を
月
々
、
ま
た
は
年
何
回
か
 

に
分
け
て
納
付
す
る
面
倒
や
手
間
が
か
 

か
り
ま
せ
ん
。
 

と
く
に
留
守
が
ち
の
人
は
便
利
で
す
 

納

め

忘

れ

が

防

げ

ま

す

 

つ
い
う
っ
か
り
の
納
め
忘
れ
が
な
く
 

万
一
の
と
き
の
障
害
、
母
子
な
ど
の
年
 

金
や
、
将
来
の
老
齢
年
金
を
受
け
る
権
 

利
が
守
ら
れ
る
の
で
安
心
で
す
。
 

かフ 

ト保険料を前納するとこれだけお得です。ぐ 

毎月17日の『心配ごと相談』 

に登記事務の 

相談コーナーができました 

毎月、福祉センターで行われている心配ごと 

相談（7のつく日）は、みなさんのいろいろな 

心配ごとや、悩みについて6人の相談員が親身 

になって相談に応じています。 

最近は、相談事項の中で不動産登記関係の相 

談が多くなってきており、 4月から毎月17日の 

相談日には福岡法務局田川支局の職員の方も、 

いっしょに登記事務の相談に応じます。 

不動産登記について、わからないことや心配 

ごとがある方は、この日の相談をご利用下さい。 

もちろん、その他の相談事にも応じます。 

なお、現在の相談委員の’方は岡田宗治氏、清 

原義則氏、阿部賓一氏、伊藤利子氏、森千代子 

氏、加治カホル氏の方々で、任期は来年3 月ま 

でです。 

人権擁護委員に引き続き 

岡田宗治氏が委嘱さる 
ーノ 

人権擁護委員は、人権問題に 

関した住民の相談に応じ、調査 

助言、官公署その他の機関への 

通報等人権擁護上の必要な手立 

てをすることによって皆さんの基本的人権を擁 

護し、あわせて自由人権思想の普及高揚をはか 

るための大切な仕事をしていただく方です。 

この人権擁護委員に今年1月で任期満了の、 

岡田宗治氏が、 2月1日から引き続き委員とし 

て法務大臣より委嘱されました。 

なお任期は、昭和61年1月までの3年間で、 

今回が3期目です。 

〇定額保険料を毎月納めた場合 1 年間69. 960円 

1 年間68.270円 

L690円 

1 年間4.800円 

1 年間4.680円 

120円 

4月に1カ年分前納した場合 

割り引き金額 

〇附加保険料を毎月納めた場合 

4月に1カ年分前納した場合 

割り引き金額 

I 

} 

被
保
険
者
証
の
 

検
認
手
続
き
は
 

お
済
み
で
す
か
 

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
 

み
な
さ
ん
が
、
現
在
使
用
し
て
い
る
被
 

保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、
五
十
八
年
 

三
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
 

す。 検
認
を
す
ま
せ
て
な
い
と
医
療
機
関
 

等
で
診
療
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

係
で
は
、
三
月
二
十
五
日
か
ら
検
認
 

手
続
き
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
 

手
続
き
を
済
ま
せ
て
な
い
方
は
早
目
に
 

お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

〇
と
こ
ろ
 
役
場
住
民
福
祉
課
国
保
係
 

窓
口
六
番
 
廿
二
〇
〇
四
因
四
八
 

〇
持
参
す
る
も
の
 

現
在
使
用
し
て
い
 

る
被
保
険
者
証
・
印
鑑
 

国
民
健
康
保
険
 

加
入
の
皆
さ
ん
 

〇
税
金
は
納
め
ら
れ
ま
し
た
か
、
ま
だ
 

納
税
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
今
す
ぐ
 

納
め
ま
し
ょ
う
。
 

〇
税
金
は
、
み
ん
な
の
医
療
費
に
使
わ
 

れ
る
大
切
な
お
金
で
す
。
 

〇
社
会
保
険
な
ど
他
の
保
険
に
加
入
さ
 

れ
た
方
は
、
す
ぐ
に
届
出
を
 

〇
資
格
を
喪
失
さ
れ
た
方
（
他
保
険
な
 

ど
に
加
入
さ
れ
た
方
）
で
保
険
証
を
 

リ
J
 

ト住所 赤池町大字赤池108番地の2（本町1) 

×ト電話番号 

2595 

返
し
て
い
な
い
方
は
、
す
ぐ
保
険
証
 

を
お
返
し
く
だ
さ
い
。
 

☆上野小学校 4月7日困10時から ※病気その他や 
むをえない事 
情で当日入学 

できないとき 
は、その旨申 

出てください 

（受付 9:OO-9:50) 

☆市場小学校 4月7日困10時から 

（受付9:00----9:50) 

☆赤池中学校 4月8日岡10時から ※上ばきをご持 

（受付 9:OO-9:40) 

× ノ 
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カ、 い あ
 

報
 

広
 

第242 号 け
 

固
・
定
・
資
・
産
・
税
 

早
く
納
め
る
ほ
ど
 

お
得
で
す
 

四
月
は
、
固
定
資
産
税
の
納
期
で
す
。
 

固
定
資
産
税
の
全
期
分
を
納
め
ら
れ
ま
 

す
と
、
納
期
前
に
納
め
ら
れ
た
税
額
の
 

百
分
の
ー
に
納
期
前
に
係
る
月
数
を
乗
 

じ
て
得
た
額
の
納
期
前
納
付
割
戻
金
制
 

度
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
 

、
。
 

・し 

税
の
納
め
忘
れ
も
な
く
安
心
で
す
。
 

ま
た
、
領
収
書
は
大
切
に
保
管
し
て
く
 

だ
さ
い
。
 手

話
の
講
習
会
 

が
開
が
れ
ま
す
 

下
田
川
四
カ
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
 

が
主
催
す
る
、
下
田
川
手
話
奉
仕
員
養
 

成
講
習
会
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
 

す
。
聴
覚
障
害
者
の
福
祉
に
ご
理
解
と
 

熱
意
の
あ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

I三
三
I
I
一！
IIIIII
一三I
三
三
三
三
三
三
三
三
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I 

い
〉
 

工ンゼルクイズ 

【第83回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう… 

【問 題】 

1 ．都道府県の中で隣接県の一番多いのは？ 

④滋賀県 ⑧長野県 ⑥山梨県 

2．ダイエット・フードといったら次のうち 

どれ？ 

④犬のエサ⑧自然食品＠）低カロリー食品 

3. 「ふるさとは遠きにありて思うもの」こ 

れ誰の言葉？ 

④石川啄木 ⑧室生犀星（@）北原白秋 

4 ．幼年時代、ワシントンが折ったといわれ 

ている木は？ 

④サクラ ⑧マッ ⑥ウメ 

5．次の川のうち、アフリカ大陸を流れてい 

るのは？ 

⑧アマゾン川 ⑧ナイル川 ⑥ィンダス川 

【応募の要領】 

正解のABCいずれかの記号を官製ハガキ 

に記入のうえ、 4 月15日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンゼルクイズ係までお送り下 

さい。なお住所、氏名を明記して下さい。 

抽せんで正解者3名様に記念品を贈ります。 

レ例 問題l A 問題2 B 問題3 C 

【第82回の解答】 

1⑥ 2④ 3④ 4⑥ 5⑥ 

【正解者】 

前回の応募総数8 通のうち正解は3通でし 

た。厳正な抽せんの結果、次の3名の方に記 

念品を贈ります。 【敬称略】 

ト市川 晶子 （市場） 

ト原 章人 （大久保） 

ト馬場須賀子 （南町団地） 

▽
講
習
内
容
 

〇
聴
覚
障
害
者
に
接
す
る
心
が
ま
え
 

〇
手
話
の
理
論
 

〇
手
話
の
技
術
 

▽
開
講
日
 

5
月
 10 

日
よ
り
毎
週
2
回
、
火
曜
日
 

・
金
曜
日
の
午
後
7
時
か
ら
9
時
ま
 

で、 

35 

回
開
催
 

▽
場
所
 
金
田
町
総
合
会
館
 

▽
申
込
先
 
赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

。
赤
池
 

4
6
4
6
 

,
 

老

人

ホ

ー

ム

慰

間

の

み

な

さ

ん

 

〇
 10 

月
 10 

日
 
高
林
孝
（
猿
畑
公
民
館
 

長
）
清
酒
2
升
 

〇
 10 

月
 10 

日
 
黒
木
一
男
（
町
営
伏
原
 

公
民
館
長
）
清
酒
2
升
 

〇
 10 

月
 12 

日
 
松
木
ユ
キ
エ
（
中
町
団
 

地
）
中
古
衣
料
 30 

点
 

〇
 10 

月
 15 

日
 
中
村
し
ず
か
・
木
下
こ
 

ず
え
 

金
一
封
 

0 0 
10 15 10 
月 kg 月 
15 15 
日 日 

15
 

ぬ
 

O
 11 

月
2

日
 

具
一
式
 

O
 11 

月
8
日
 

安
芸
町
）
 

〇
 11 

月
 18 

日
 

金
一
封
 

亀
井
精
肉
店
 

世
良
鮮
魚
店
 

ミ
カ
ン
 

ミ
カ
ン
 

田
村
保
（
金
田
町
）
寝
 

荒
木
ァ
サ
カ
（
大
分
県
 

わ
ら
じ
 50 

足
 

赤
池
町
商
工
会
婦
人
部
 

〇
 11 

月
 24
 

日
 
長
谷
川
サ
ガ
ミ
（
上
野
 

天
郷
）
 

中
古
衣
料
 20 

点
 
梅
漬
2
 

缶
 

〇
 11 

月
 29 

日
 
市
川
英
治
・
祐
子
（
市
 

場） 

菓
子
 

〇
 11 

月
 29 

日
 
世
良
明
男
・
香
（
上
野
）
 

菓
子
 

o
 12 

月
 
大
森
高
市
（
赤
池
町
老
人
ク
 

ラ
ブ
連
合
会
）
 

ミ
カ
ン
 30 

ぬ
 

〇
 12 

月
 13 

日
 
左
義
次
（
北
九
州
市
八
 

幡
区
）
 

果
物
・
菓
子
 40 

』
 

〇
1
月
 11 

日
 
柴
田
荒
喜
（
上
野
）
白
 

糖
 12 

・
1

ぬ
 

〇
3
月
1

日
（
専
売
公
社
田
川
営
業
所
）
 

タ
バ
コ
2
、
9
0
0
本
 

（
昨
年
十
月
か
ら
 
敬
称
略
）
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

社
会
福
祉
協
議
会
 

【
快
気
祝
】
 

日
野
喜
美
男
 

一
一
十
万
円
 

【
寄
附
】
 

世
良
 
保
 

カ
ラ
ォ
ケ
1
台
 

【
替
助
会
費
】
 

西
原
 
庄
吉
 

三
千
円
 

【
香
典
返
し
】
 

金金金金金金金 

封
 
太
田
 

シ
ナ
子
（
上
里
）
 

封
 
久
保
 
栄
治
（
町
営
伏
原
）
 

封
 
亀
谷
 
久
仁
子
（
上
の
原
）
 

封
 
小
松
 
節
夫
 

（
大
浦
）
 

封
 
綾
部
 
ト
シ
ェ
（
下
寿
）
 

封
 
太
田
 
松
江
 

（
伏
原
）
 

封
 
石
見
 
利
弘
 

（
本
町
）
 

（三
月
十
七
日
現
在
 
敬
称
略
）
 

J
 

4
月
畜
犬
登
録
お
よ
び
 

狂
犬
病
予
防
注
射
日
程
 

28 27 13 12 11 日 

木 水 フ k 火 月 日書 

右
の
3
日
間
に
接
種
で
き
な
い
方
の
 

た
め
予
定
し
て
い
ま
す
。
場
所
・
時
間
 

は
後
日
回
覧
板
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
 

赤
 
池
 
町
 
役
 
場
 

シ
ョ
ッ
ビ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
 

「
あ
か
い
け
」
前
 

赤
 
池
 
駅

前

公

園

 

高
尾
（
船
津
店
前
）
 

八
区
（
立
花
利
光
氏
前
）
 

草
 
場
 
集
 
会
 
所
 

三
 
区
 
公
 
民
 
館
 

四
 
区
 
公
 
民
 
館
 

大
浦
共
同
作
業
所
前
 

老
 
人
 
ホ
 

ー
 

ム
 

場
 

所
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滴湖難編祉也藻奪響！繊鞍事・・ 
【休 館 日】 

4日、n日、18日 

25日、29日 

【福祉バス運行日】 

休館日および祝祭日 

を除く毎日 

【仏教法話会】 

4月13日困 
午台台11睦ず，,C、 

× I n .J . . -J , ー 

【演 芸 日】 

3日、 7日、10日、14日、17日 

21日、24日、28日 

【心配ごと相談日】 

7日、17日、27日 

午前10時から 

午後3時まで 

 ノ 
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いい汗流そう” 

赤池町体育協会昭和58年度部員募集 

参加希望の方は各部の練習日に会場へおいでください。 

団体名 団体内容 組織 部費 申込み 
責任者および 

連絡先 練 習 日 その他 

バレーボー)レ 

連 盟 

町内在住の 

バレーボール 

愛好者 

館
子
子
 

民
男
女
 

域
公
年
年
 

地
 

青
青
 

年） 
7.200円 
月）500円 
月）500日 

随 時 

早川久美子ff2569 

池永 直俊ff2226 

山本喜久江ff2050 

年間リーグ戦 
毎週水曜日20 : 00 
市場小 
毎週火曜日20 : 00 
町民会館 

隔週第1・ 

第3土曜日 

バレーボー 
ル教室 

ゲートボー)レ 

連 盟 

町内在住者で 

老人会加入を 

原則とする 

地域地区 

公民館 

単位 

年） 

5.000円 

随 時 

清原 義則ff2309 

内容にっいては 

渡辺 熊人ff3245 

年間 リ ー グ戦 

剣 道 部 
町内在住の 

剣道愛好者 
個 人 な し 随 時 

上村 常夫ff4100 

内容にっいては 

同氏へ 

毎週火・木・土曜日 

19 : 00 ~1 20 : 00 

町民会館 

バトミントン 

部 

町内在住の 

ノぐト ミン トン 

愛好者 

個 人 月）600円 随 時 

藤田 数之 

内容にっいては体 

協事務局へか4100 

日
校
日
 

曜
学
曜
館
一
 

月
小
水
会
 30
 

週
場
週
民
・
・
 

毎
市
毎
町
 19
 

用具は 

各自持参 

硬式テニス部 町内在住の 

テニス愛好者 
個 人 

入部金 
2.000円 

月） 
1.000円 

随 時 

大庭 修司ff2012 

内容にっいては 

同氏へ 

毎週土曜日 
14 : 00-
毎週日曜日 
13 : 00-
町民テニスコート 

用具は 

各自持参 

卓 球 部 
町内在住で 

中学生以上の 

卓球愛好者 

個 人 月）500円 随 時 

日高 景年ff2616 

内容にっいては体 

協事務局へ廿4100 

毎週月曜・木曜日 

19 : 30-

市場小学校 

用具は 

各自持参 

少年剣道部 
町内在住の 

児童・生徒 

'J'1-'J'6 

中1～中2 

（新年度） 

入部金 

1 .000円 

月）800円 

4 月 

25日まで 

稲垣登名夫 

内容にっいては体 

協事務局へか4100 

毎週火・木・土曜日 

17 : 00-

町民会館 

用具は各自 

持参 
（防具代一 
式3万円） 

上野少年野球 上野小学校 

在校の児童 

司、3～」、6 

（新年度） 

入部金 
1.500円 

月） 
1 .500円 

4年～6年 

は随時 
3年は 

10月 

重田 寿義ff3387 

内容にっいては 

同氏へ 

毎週 

火・水・金・土曜日 

大浦グランド 

少年バトミン 

トン部 

町内在住の 

児童・生徒 

小4～中3 

（新年度） 
月）300円 

に
紙
月
で
 

校
用
4

ま
 

学
込
布
日
 

小
申
配
 20
 

藤田 数之ff4126 

内容にっいては体 

協事務局へ胃4100 

毎週月・水・金曜日 

（小学生は 
金曜日のみ） 

18:00～町民会館 

ラケット 

各自持参 

空手少年部 
町内在住の 

児童・生徒 

小1～中3 

（新年度） 

月） 

乙000円 

小学校に 

申込用紙 

配布 

18 49 広 

い 義っ 

、 ， 」 

花 

 立容

内 

毎週木曜・土曜日 

19 : 00-

赤池中体育館 

練習衣は 

各自持参 


